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第 6 章 日本語「てもらう j 表現と中国語対応表現
第 7 章 日本語「てくれるj 表現と中国語対応表現







































2 例の (b) のように、「母語式の外国語J一「日本語式の英語J、「中国語式の日本語」ーを生み出す
(下記の 2 例は池上 2009による)。
(1)知らないところに行って、
a (英語母語話者) Where am 1 ? 




b ? ? (中国語母語の学習者)先生、何が飲みたいですか。

















『あした来る人j r坊ちゃんj r越前竹人形j r布団j r雁の寺j r破戒j rタテ社会の人間関係j r金
閣寺j r こころ j r高野聖j r黒い雨j r野火j rノノレウェイの森j r羅生門j r青春の嵯朕j r飼育j r死
者の者り j r砂の女j r斜陽j r痴人の愛j r友情j r雪国j r 日本戦後名詩百家集j r百言百話j rひと
りっこの上手な育て方j r激動の百年史j r 日本経済の飛躍的な発展j r五体不満足j r心の危機管理
術j rサラダ記念日 j r近代作家入門j r 日本国憲法j r 日本列島改造論j r鼻j r適応の条件J
中国語訳文のタイトル・リスト:
〈来日情人þ <少者þ <越前竹人偶þ <被子þ <大雁寺þ <破戒þ <凱式社会的入院美系þ <金問寺þ <心〉
〈高野至þ <黒雨þ <野火þ <榔威森林þ <夢生 flþ<青春嵯陀þ <伺弄þ <死者的款待þ <沙女þ <斜阿þ <痴
人的愛þ <友情þ <雪国þ <日本故后名i寺百家集þ <百言百活þ <独生子的教育法þ <激功的百年史þ <日
本径、済的ーも妖友展þ <四肢不満足þ <心理危机防御木þ <沙柱記念日 þ <近代作家入flþ< 日本完法þ <日
本列島改造i企þ <鼻子þ <活庄的条件〉
































のレベルで捉えるかJ などは、話者の主観的な認知的な営みによって様々である。 Langacker (1985) 
は、このような話者の認知能力のことを「捉え (construal) J と称している。話者である言語主体
がある事象を言語化する際に、たとえ言語化しようとする事象が同一であっても、話者がそれを自
分との関連でどう捉えるかによって、言語形式も違ってくる。例えば(下記の例 3 から例 7 までは
池上 2009により、例 8 は Langacker 1985による)、
①どこに視座を据えて捉えるのか、
( 3 a) ここから上り坂
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( 7 a) ここにいるのが花子
( 7 b) 私の隣に L 、るのが花子
⑥自分を事象の中に置いて捉えるか、事象の外に置いて捉えるか、
( 8 a)Mary is sitting across the table from me. 











( 9 a) (日本語原文)隣でタバコを吸われた。












































る。「てもらう J 表現における 4 つの用法のうち、「形式的働きかけ」類(例13c) は、「要求性働き



















































































































(20d) (学校のライバノレに対し)今度こそ絶対に合格してやる! (強 L 、意志)
(中国語対応表現)迭次我一定考上!
(日本語直訳)今度私は必ず合格する!




























具体的には、データの l つ「日中対訳コーパス J (北京日本研究センター2003) における授受補
助動詞表現の全てを分類分析することにより、「テモラウ」の「形式的働きかけ」型用法などこれ
まで先行研究になかった用法を指摘・特徴づけすることに成功している。さらに、中国語を母語と
する学習者への難易度調査の統計分析から、それら新発見の用法が他の用法とは有意に異なる個別
の用法で最も難易度の高いものであることを検証している。また、両言語の恩恵表現使用の統語・
文脈状況の分析から、両形式の根本的な違いを、意味を話者の捉えとする認知言語学の知見を援用
し、中国語のそれが客体事象内の動作主の思恵の意図を表すのに対して、日本語の授受補助動詞に
よるそれが事象に対する話者の感謝等の主観的な捉えを表す機能を有することを論じている。
関連する受動表現等を含めたより広い観点の考察など今後の課題として残る点もなしとしな L 、。
しかし、日中語両言語の豊富で多岐にわたるデータを網羅し学習者のデータも取り入れて検証した
点、さらに主観性に関する認知言語学的考察を行った点など、高く評価される。上に示した本論文
の新規性を併せて考えて、その成果は、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示すものである。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として
合格と認める。
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